
 

○委員長 講評をさせていただきます。 

 平成 24 年度新規特別研究課題の事前評価ということで「地殻変動監視能力向上のため

の電子基準点誤差分析の高度化に関する研究」、これは分科会でも、それから、委員の方々

からも出ましたけれども、スライドの５に書いてある電離層遅延誤差から始まってさまざ

まな誤差を取り除く一連の研究の中でだんだん目標課題が収斂してきて今回の目標になる、

そういう研究だということで、この研究をすることによって一層固着状況の精度を高める、

あるいは地震活動の予知その他につなげていくという意味で必要不可欠の研究であるので、

大いに進められたい。 

 委員の方の中には、この研究によってさらに新しい課題が出てくる可能性があるという

意味でも、この研究は必要ではないかということですので、国土地理院として進めていた

だきたいと考えています。 

 さらにつけ加えて言うならば、今回の場合、土壌水分あたりを課題、ターゲットにして

いますが、この土壌水分を推定できるようなことになれば、これは応用面でも大いに期待

されることがありますので、そういう意味でもこの研究は期待されるところであるという

ことでした。 

 以上がこの課題に対する講評ということです。 

 あと報告いただいたことに関しましては、委員の方からいろいろ意見が出て、推進され

たいということが大いに言われていますので、あえてつけ加える必要はないと思いますけ

れども、今まで蓄積されてきた技術とか研究の成果というのがこの際、大いに発揮されて

国土地理院の存在感を高めたのではないか。今後も大いに頑張ってほしいとなエールが寄

せられていますので、お伝えいたします。 

 


